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　　This essay introduced and examined the thesis “Politics of Romans 13” in which Korean 
historian Kang Seongho described the interpretations of Romans 13: 1-7 in Korea from the time 
beginning under Japan’s Imperial rule to the postwar era of the 1980s. The author evaluated Kang's 
long historical and self-critical analysis of Korean Protestantism, with an interesting examination 
relating to political confrontations of the time. At the same time, the author argued that Kang’s 
pioneer work would have more impact, if its theoretical framework was sophisticated and if it 








































































































































































































































































































































































































































































































﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
べての権力
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
は神から出
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
たものな
の
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
で権力者に
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
服従せよ」と信徒達に説くに至った（35頁）。また長老教会は、『基督広報』が1937年
7月の中日戦争勃発後に参戦兵士の勝利を祈願した社説(8月)、ロ




































































































﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
可謬の存在
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
とみなすこ






﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
っそう人間
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
的でいっそ
﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅
う公正な
世



















われた、「상부상조의 정신［相互扶助の精神］」、「기독교와 예술［基督教と芸術］」、「기독교와 정치［基
督教と政治］」等。なお、韓景職の基督教建国論は越南者としての経験と関連しているとしても、そ
れが共産主義批判のみならず、――同じく越南者たる咸錫憲の場合と対照的に――アメリカという国
家の「神学的」な理想化を帰結したところに、彼の思想の特徴と問題点が示されているだろう。
30）さらにいえば、「神学」をも対象に含む「被造物神化の拒否」 の不徹底であり、その意味での思弁的
な志向こそ、彼の状況追随的なローマ書13章解釈と関連していたのかもしれない。そうした同章解
釈の傾向は日本では海老名弾正について指摘できると筆者は考えている（拙稿「海老名弾正のローマ
書一三章論」、『政治研究』二〇一八年三月)。
